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部 

 

会
報 

第
十
号 

 
 
 

関
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支
部
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局 
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・
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・
30 

   

★
支
部
事
業
〔
出
版
〕 

 

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
大
阪
近
代
文
学

事
典
編
集
委
員
会
編 

『
大
阪
近
代
文
学
事
典
』
和
泉
書
院 

〇
五
年

五
月 

   

★
支
部
大
会
研
究
発
表
題
目 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎
二
〇
〇
五
年
秋
季
大
会 

［
11
月
27
日 

於
・
奈
良
女
子
大
学
］ 

 

・
「
写
生
」
俳
句
の
一
側
面 

「
旧
派
」
三
森

幹
雄
と
「
新
派
」
正
岡
子
規
の
論
争
か
ら 

 
 

青
木
亮
人
（
同
志
社
大
学
大
学
院
） 

 

・
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
理
念
と
実
相 

第
一
回
大
東
亜
文
学
賞
受
賞
作
・
庄
司
総
一

『
陳
夫
人
』
を
中
心
と
し
て 

 

楠
井
清
文
（
立
命
館
大
学
大
学
院
） 

 

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
） 

〈
文
学
〉
は
い
か
に
精
読
し
う
る
か
？ 

『
卍
』
へ
の
接
近
／
『
卍
』
か
ら
の
発
信 

 ・
司
会 

日
高
佳
紀
・
杉
田
智
美 

 

・
卍
の
時
代
・
卍
の
場
所 

 
 
 

真
銅
正
宏
（
同
志
社
大
学
） 

・
語
り
手
を
眺
め
る 

 
 
 

―
『
卍
』
に
お
け
る
視
覚
的
な
快
楽
―

飯
田
祐
子
（
神
戸
女
学
院
大
学
） 

 

・
大
正
期
か
ら
昭
和
期
へ
の
谷
崎
的
移

行
に
つ
い
て 

―
『
卍
』
の
語
り
を
手
が
か
り
に
― 

 
 

金
子
明
雄
（
日
本
大
学
） 

  

◎
二
〇
〇
六
年
春
季
大
会 

［
６
月
10
日 

於
・
関
西
学
院
大
学
］ 

 

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
） 

戦
時
下
に
お
け
る
中
国
と
日
本
の
文
学
的

通
路
を
考
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

―
〈
上
海
〉
を
視
座
と
し
て
― 

 

・
司
会 
大
橋
毅
彦
・
木
田
隆
文 

 

・
武
田
泰
淳
『
上
海
の
蛍
』
の
諸
相 

 
 
 

松
本
陽
子
（
大
阪
大
学
大
学
院
） 

 

・
堀
田
善
衛
と
上
海
―
「
祖
国
喪
失
」
と

「
無
国
籍
」
の
あ
い
だ
で  

 

黒
田
大
河
（
近
畿
大
学
） 

 ・
戦
時
下
上
海
の
文
壇
―
雑
誌
『
女
声
』

と
そ
の
周
辺
を
中
心
に
― 

 

劉 

建
輝 

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

 
 

      

★
支
部
大
会
印
象
記 

  

二
〇
〇
五
年
度
秋
季
大
会
印
象
記 

 

（
午
前
の
部
） 

 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
、
奈
良
女
子
大

学
で
開
催
さ
れ
た
秋
季
大
会
は
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
紅
葉
に
目
を
楽

し
ま
せ
な
が
ら
、
午
前
の
発
表
に
臨
ん
だ
。

初
め
の
発
表
は
青
木
亮
人
氏
（
同
志
社
大
学

院
生
）
に
よ
る
「
「
写
生
」
俳
句
の
一
側
面

―
「
旧
派
」
三
森
幹
雄
と
「
新
派
」
正
岡
子

規
の
論
争
か
ら
」
。
余
情
を
重
視
す
る
「
旧

派
」
の
中
心
的
存
在
三
森
と
、
対
象
の
映
像

化
を
主
張
す
る
子
規
と
の
論
争
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
句
を
取
り
上
げ
て
跡
付
け
た
も
の

で
、
問
題
設
定
も
適
切
で
あ
り
、
話
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
。
発
表
後
の
質
疑
の
中
で
、

子
規
の
論
と
実
作
と
の
間
に
は
齟
齬
が
あ
る

こ
と
、
子
規
の
「
写
生
」
句
は
教
養
が
な
く

て
も
作
れ
た
の
で
後
代
に
膨
大
な
月
並
み
句

を
生
み
出
し
た
こ
と
、
子
規
に
は
俳
句
と
短

歌
と
の
質
的
差
異
が
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
補
足
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
「
影
」
の
部
分
に
も
言
及
さ
れ
た

こ
と
で
、
奥
行
き
が
増
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
。 続

い
て
、
楠
井
清
文
氏
（
立
命
館
大
学
院

生
）
に
よ
る
「
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
理
念

と
実
相
―
第
一
回
大
東
亜
文
学
賞
受
賞
作
・

庄
司
総
一
『
陳
夫
人
』
を
中
心
と
し
て
」
。

こ
れ
も
、
従
来
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
実
態
に
つ
い

て
詳
細
に
調
査
し
た
上
で
、
内
地
と
台
湾
と

の
一
体
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
一
回
大
東
亜

文
学
賞
受
賞
作
『
陳
夫
人
』
に
つ
い
て
考
察

し
た
、
重
厚
な
発
表
で
あ
っ
た
。
特
に
、
「
湾

生
」
（
内
地
人
が
台
湾
に
居
住
し
、
そ
こ
で

生
ま
れ
た
者
）
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

問
題
、
言
語
の
問
題
な
ど
を
面
白
く
聞
い
た
。

会
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
戦
時

下
の
言
説
に
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
考
察
に
は
困
難
が
伴
う
だ
ろ
う
が
、

研
究
対
象
と
し
て
有
意
義
・
重
要
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
を
願
っ
て
い
る
。 

二
本
の
発
表
と
も
に
、
多
大
な
労
力
を
費
や

し
た
実
証
的
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
文
学

研
究
の
欠
落
部
分
を
埋
め
る
豊
か
な
鉱
脈
を

探
り
当
て
て
い
る
と
思
う
。
従
来
と
は
異
な

っ
て
午
前
中
の
発
表
だ
っ
た
た
め
、
来
場
者

の
少
な
か
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
な
お
、

発
表
時
間
に
比
べ
て
資
料
が
多
す
ぎ
、
ま
た

発
表
者
の
見
解
が
口
頭
で
の
み
述
べ
ら
れ
た

た
め
、
理
解
に
や
や
も
す
れ
ば
困
難
が
生
じ

が
ち
だ
っ
た
点
は
、
改
善
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

発
表
者
に
と
っ
て
は
資
料
が
多
い
ほ
う
が
何

か
と
安
心
で
あ
ろ
う
が
、
聞
く
方
の
身
に
な

れ
ば
、
提
示
資
料
の
精
選
と
、
そ
れ
に
わ
か

り
や
す
い
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫

を
し
た
方
が
、
は
る
か
に
好
感
が
持
て
る
。

こ
れ
か
ら
発
表
さ
れ
る
方
が
ご
検
討
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。 

昼
休
み
に
は
、
奈
良
女
子
大
学
に
寄
贈
さ

れ
た
池
田
小
菊
（
志
賀
直
哉
の
弟
子
）
関
係

資
料
が
附
属
図
書
館
で
展
観
さ
れ
た
。
奈
良

に
因
む
も
の
で
あ
り
、
眼
福
を
得
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う 

 
 
 

（
須
田
千
里
） 

 

（
午
後
の
部
） 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

〈
文
学
〉
は
い
か
に

精
読
し
う
る
か
―
『
卍
』
へ
の
接
近
／
『
卍
』

か
ら
の
発
信
―
」
が
行
わ
れ
る
ほ
ぼ
満
員
に

な
っ
た
会
場
に
、
私
は
あ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
方
法
の
可
能
性
を
求
め
て
ー
『
痴
人
の
愛
』

を
読
む
」
（
一
九
八
六
年
）
の
再
現
を
期
待

す
る
空
気
を
感
じ
た
。
同
じ
谷
崎
作
品
、
今



回
の
パ
ネ
リ
ス
ト
・
司
会
者
が
前
回
の
登
壇

者
と
縁
り
の
方
々
…
。 

先
ず
、
司
会
の
日
高
氏
が
、
『
卍
（
ま
ん

じ
）
』
精
読
を
通
し
て
、
文
化
研
究
等
に
よ

っ
て
相
対
化
さ
れ
て
き
た
〈
文
学
〉
そ
れ
自

体
の
価
値
を
問
い
直
し
、
有
効
な
研
究
の
方

向
性
を
探
る
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨

を
説
明
し
た
。 

 

真
銅
正
宏
氏(

「
卍
の
時
代
・
卍
の
場
所
―

一
九
二
〇
年
代
の
大
阪
―
」)
は
、
「
卍
」
が

大
大
阪
以
前
の
ロ
ー
カ
ル
色
、
大
阪
の
同
時

代
状
況
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
事
実
を
資

料
に
基
づ
い
て
指
摘
し
、
大
阪
と
い
う
異
国

性
を
殊
更
に
強
調
し
、
文
学
化
し
た
も
の
と

結
論
づ
け
た
。
ま
た
「
卍
」
の
ロ
ー
カ
ル
な

内
輪
性
の
魅
力
と
危
険
性
、
内
輪
性
の
反
転

と
し
て
の
公
共
性
や
社
会
性
が
、
特
定
の
時

代
や
場
所
の
中
で
、
ど
れ
ほ
ど
広
が
る
の
か

を
谷
崎
は
実
験
し
た
と
も
述
べ
た
。
大
阪
モ

ダ
ニ
ズ
ム
に
造
詣
が
深
い
氏
な
ら
で
は
の
検

証
で
、
古
い
資
料
の
持
つ
新
鮮
さ
と
実
証
の

重
み
を
再
確
認
し
、
訓
詁
注
釈
は
文
学
精
読

の
基
本
だ
と
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

飯
田
祐
子
氏(

「
語
り
手
を
眺
め
る
─
『
卍
』

に
お
け
る
視
覚
的
な
快
楽
─
」)

は
、
谷
崎
を

視
覚
的
な
快
楽
に
敏
感
な
作
家
と
捉
え
、
園

子
が
外
側
か
ら
唯
一
描
写
さ
れ
る
「
作
者
註
」

の
視
覚
性
の
強
さ
に
注
目
し
、
声
の
聞
き
手

で
あ
る
「
作
者
」
は
園
子
の
語
る
姿
態
を
ず

う
っ
と
眺
め
て
い
る
、
〈
語
り
を
見
る
〉
存

在 (

こ
れ
が
唯
一
言
い
た
か
っ
た
こ
と) 

で

あ
る
と
述
べ
た
。
聞
き
手
は
受
動
で
は
な
く

主
体
で
あ
る
。
氏
に
期
待
さ
れ
た
セ
ク
シ
ャ

リ
テ
ィ
へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
が
、
男
の
「
作

者
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
被
傷
性
、

語
る
行
為
に
於
い
て
言
語
的
側
面
か
ら
は
み

出
す
身
体
性
等
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
配
置
に
関
す

る
指
摘
が
あ
っ
た
。
が
、
こ
こ
を
も
っ
と
聞

き
た
か
っ
た
。 

金
子
明
雄
氏(

「
大
正
期
か
ら
昭
和
期
へ
の

谷
崎
的
移
行
に
つ
い
て
─
『
卍
』
の
語
り
を

手
が
か
り
に
─
」)

は
、
園
子
の
語
り
の
特
質

は
物
語
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行

為
そ
の
も
の
の
再
現
＝
反
復
に
あ
る
と
し
、

大
正
期
の
作
品
と
の
関
連
性
に
言
及
。
ま
た

「
先
生
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
余
分
な
情
報
を

削
ぎ
落
と
し
、
そ
の
語
り
を
純
粋
に
直
接
的

な
体
験
と
し
て
受
容
す
る
位
置
に
読
者
を
導

く
仕
掛
け
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
「
卍
」
の

語
り
に
つ
い
て
は
か
つ
て
論
じ
た
か
ら
か
、

今
回
『
卍
』
を
大
正
期
の
小
説
表
現
と
の
連

続
性
の
相
で
把
握
す
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た

の
は
少
々
残
念
。
氏
も
指
摘
し
た(

飯
田
氏
の

発
表
と
も
重
な
る)

「
先
生
」
の
位
置
を
足
掛

か
り
に
、
精
読
し
て
欲
し
か
っ
た
。 

文
学
精
読
と
い
う
課
題
に
肉
薄
で
き
た
か

ど
う
か
。
ま
た
「
大
阪
弁
」
の
問
題
も
置
き

去
り
に
さ
れ
た
。
相
対
化
し
あ
う
標
準
語(

先

生)

と
大
阪
弁(

語
り
手)

の
問
題
に
つ
い
て
、

地
域
差
、
性
差
、
語
り
の
視
点
か
ら
意
見
が

聞
き
た
か
っ
た
。
後
半
の
討
議
に
一
時
間
半

近
く
取
っ
た
こ
と
で
議
論
が
深
ま
っ
て
よ
か

っ
た
。
ど
う
い
う
訳
か
真
銅
さ
ん
の
大
阪
弁

の
語
り
口
が
耳
に
残
っ
た
。
大
阪
弁
の
発
表

を
聴
き
な
が
ら
ど
こ
ま
で
が
本
当
な
ん
だ
ろ

う
と
素
直
に
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
た
ん
に

言
葉
の
せ
い
な
の
か
…
。 

 
 

(
明
里
千
章) 

   

二
〇
〇
六
年
度
春
季
大
会
印
象
記 

 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、

「
戦
時
下
に
お
け
る
中
国
と
日
本
の
文
学
的

通
路
を
考
え
る
―
〈
上
海
〉
を
視
座
と
し
て

―
」
と
い
う
も
の
で
、
民
族
や
文
化
の
雑
居

的
交
錯
の
場
と
し
て
の
戦
時
下
の
上
海
が
文

学
者
の
意
識
に
ど
ん
な
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
て

い
っ
た
の
か
、
と
言
う
問
題
を
中
心
に
検
証
、

議
論
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、

簡
単
に
印
象
を
述
べ
る
。 

松
本
陽
子
氏
は
「
武
田
泰
淳
『
上
海
の
蛍
』

の
諸
相
」
と
い
う
表
題
の
も
と
、
「
上
海
の

蛍
」
の
テ
ク
ス
ト
を
精
緻
に
読
み
込
ん
だ
上

で
、
泰
淳
に
と
っ
て
の
上
海
体
験
の
意
味
を

探
ろ
う
と
さ
れ
た
。
氏
は
、
泰
淳
が
中
国
へ

の
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
力
の
強
さ
に
対
し
て

深
い
認
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
及

び
中
国
人
を
よ
り
的
確
に
理
解
し
て
い
た
こ

と
、
ま
た
泰
淳
が
中
国
と
日
本
、
東
洋
と
西

洋
、
西
洋
化
さ
れ
た
中
国
と
日
本
化
さ
れ
た

中
国
と
い
っ
た
多
様
な
対
立
軸
を
設
定
す
る

こ
と
で
新
た
な
上
海
の
相
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
よ
く
整
理
さ
れ
た

発
表
で
、
論
旨
も
明
快
で
あ
っ
た
が
、
中
国

の
内
な
る
西
洋
に
対
す
る
批
判
的
視
点
は
泰

淳
に
な
か
っ
た
の
か
若
干
の
疑
問
が
残
る
こ

と
と
、
「
月
光
都
市
」
な
ど
戦
後
の
作
品
群

と
七
十
年
代
に
書
か
れ
た
「
上
海
の
蛍
」
と

の
関
係
、
す
な
わ
ち
三
十
年
を
隔
て
た
作
品

の
間
で
継
承
さ
れ
た
も
の
と
変
容
し
た
も
の

に
つ
い
て
の
氏
の
見
解
を
聞
き
た
い
と
思
っ

た
。 次

に
、
黒
田
大
河
氏
は
「
堀
田
善
衛
と
上

海
―
『
祖
国
喪
失
』
と
『
無
国
籍
』
の
あ
い

だ
で
―
」
と
題
し
て
、
堀
田
が
「
祖
国
喪
失
」

と
「
歯
車
」
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
国

を
喪
失
し
た
人
た
ち
の
形
象
を
通
し
て
「
国

家
」
と
「
故
郷
」
が
相
互
に
相
対
化
さ
れ
て

い
く
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
堀
田
の
思
想
の

原
点
と
し
て
の
「
上
海
」
と
い
う
場
の
特
異

性
を
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
堀
田
の
横
光
利

一
受
容
の
問
題
や
、
「
広
場
の
孤
独
」
と
の

関
連
な
ど
、
広
く
多
様
な
氏
の
問
題
意
識
が

発
表
を
射
程
の
深
い
も
の
に
し
て
い
た
。
た

だ
、
氏
は
時
代
の
激
変
の
な
か
で
堀
田
の
立

場
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
堀

田
は
「
祖
国
」
と
い
う
い
さ
さ
か
手
垢
が
つ

い
た
言
葉
に
新
た
な
内
実
を
求
め
よ
う
と
し

て
い
た
、
と
論
じ
ら
れ
た
が
、
結
局
新
た
な

内
実
が
ど
の
よ
う
な
形
で
獲
得
さ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
「
歯

車
」
に
お
い
て
歴
史
の
渦
に
飲
み
込
ま
れ
て

い
っ
た
表
現
者
た
ち
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
見

ら
れ
る
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
異
論
の
余

地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。 

最
後
の
劉
建
輝
氏
は
「
戦
時
下
上
海
の
文

壇
―
雑
誌
『
女
声
』
と
そ
の
周
辺
を
中
心
に

―
」
と
題
し
て
、
戦
時
下
の
上
海
で
日
本
お

よ
び
中
国
に
対
し
て
複
雑
な
ス
タ
ン
ス
を
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
位
置
を
保
っ
て
い

た
雑
誌
『
女
声
』
の
具
体
相
と
存
在
意
義
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
田
村
俊
子
を
中
心
に

様
々
な
思
想
的
立
場
を
持
つ
人
々
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
上
に
成
立
し
て
い
た
こ
の
雑
誌
の

ユ
ニ
ー
ク
な
内
実
を
着
実
な
資
料
調
査
を
踏

ま
え
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興

味
深
い
発
表
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
田
村
俊
子

は
帝
国
的
言
説
を
転
覆
し
続
け
た
、
と
言
わ

れ
た
が
、
こ
の
場
合
の
「
帝
国
的
言
説
」
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の

か
、
も
う
少
し
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
て
も
よ

か
っ
た
と
は
思
う
。 

三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
個
々
の
発
表
に
つ

い
て
の
印
象
を
述
べ
た
だ
け
で
与
え
ら
れ
た

字
数
を
超
え
て
し
ま
い
、
最
後
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
て
今
回
の
印

象
記
を
終
え
る
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

今
後
の
戦
時
下
上
海
の
研
究
を
一
歩
も
二
歩

も
推
し
進
め
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
だ
け
は

確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
梅
本
宣
之
） 

  

本
大
会
は
、
「
戦
時
下
に
お
け
る
中
国
と

日
本
の
文
学
的
通
路
を
考
え
る
―
〈
上
海
〉

を
視
座
と
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

大
橋
毅
彦
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣

旨
説
明
に
は
、
竹
内
好
の
問
題
意
識
、
す
な

わ
ち
、
「
国
民
文
学
論
」
の
一
環
と
し
て
の
、



近
代
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
意
味
の
問
い

か
け
を
連
想
さ
せ
る
部
分
が
多
々
あ
っ
た
。

「
民
族
や
文
化
の
雑
居
的
交
錯
の
場
と
し
て

の
上
海
が
、
自
国
中
心
主
義
思
想
の
支
配
下

の
文
学
者
の
意
識
に
ど
ん
な
揺
さ
ぶ
り
を
か

け
て
い
く
か
と
い
う
問
題
」
、
当
時
の
上
海

で
生
じ
た
「
文
化
的
混
血
性
」
と
い
う
問
題

を
検
討
し
よ
う
と
す
る
今
大
会
の
問
題
提
起

は
、
「
民
族
」
を
意
識
し
つ
つ
も
、
な
お
「
国

民
」
的
な
制
約
を
超
え
る
契
機
を
掴
も
う
と

す
る
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

松
本
陽
子
氏
「
武
田
泰
淳
『
上
海
の
蛍
』

の
諸
相
」
は
、
泰
淳
最
晩
年
の
作
品
、
戦
時

下
の
上
海
体
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
『
上

海
の
蛍
』
を
論
じ
た
。
「
中
西
融
合
の
光
景

―
漢
訳
聖
書
の
象
徴
性
―
」
と
「
侵
入
す
る

『
黄
色
い
顔
を
し
た
野
蛮
人
』
」
と
の
二
項

目
に
絞
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
一
項
目
は
、

同
じ
く
上
海
に
お
け
る
基
督
教
の
受
容
に
対

す
る
泰
淳
の
関
心
を
示
し
た
戦
後
初
期
の
短

編
「
月
光
都
市
」
に
つ
い
て
の
松
本
氏
の
論

文
と
も
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
の
分
、
無
視
で
き
な
い
は
ず
の
『
上
海
の

蛍
』
に
お
け
る
僧
侶
と
し
て
の
「
私
」
の
側

面
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
か
っ
た
の
が
、
少

し
残
念
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
上
海
の
蛍
』

に
お
い
て
、
戦
後
初
期
に
発
表
さ
れ
た
一
連

の
い
わ
ゆ
る
「
上
海
も
の
」
が
い
か
に
再
構

成
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
戦
後
三
〇
年

間
近
く
を
経
て
、
泰
淳
の
中
国
認
識
と
と
も

に
、
日
本
に
対
す
る
現
状
認
識
が
ど
の
よ
う

な
変
容
を
た
ど
っ
た
か
あ
る
い
は
た
ど
ら
な

か
っ
た
か
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
、

私
自
身
の
課
題
で
あ
る
が
、
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。 

黒
田
大
河
氏
「
堀
田
善
衛
と
上
海
―
『
祖

国
喪
失
』
と
『
無
国
籍
』
の
あ
い
だ
で
―
」

は
、
堀
田
の
初
期
作
品
、
「
祖
国
喪
失
」
と

「
歯
車
」
と
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

同
氏
は
、
「
祖
国
喪
失
者
」
を
め
ぐ
る
テ
ク

ス
ト
の
変
遷
に
堀
田
自
身
の
立
ち
位
置
の
揺

れ
を
見
つ
つ
、
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
＝

超
国
境
か
ら
ク
レ
オ
ー
ル
＝
脱
国
境
の
思
想

ま
で
広
が
る
は
ず
」
の
表
象
と
し
て
、
堀
田

に
お
け
る
故
郷
喪
失
者
を
と
ら
え
た
。
ち
な

み
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
泰
淳
は
、
「
女
の
国

籍
」
（
一
九
五
一
年
）
に
お
い
て
国
籍
問
題

に
苛
ま
れ
る
「
混
血
児
」
女
性
を
描
い
て
い

る
。
私
に
は
、
堀
田
と
泰
淳
と
は
そ
れ
ぞ
れ

「
祖
国
喪
失
者
」
、
「
混
血
児
」
の
表
象
を

通
し
て
、
竹
内
好
「
国
民
文
学
論
」
の
限
界

を
問
題
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
、
「
占
領
下
の
日
本
」
の
消
失
を

契
機
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
国
籍
剥
奪
」

な
ど
、
「
国
民
」
の
再
編
成
と
い
う
事
態
と

堀
田
の
「
祖
国
喪
失
者
」
表
象
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
聞
き
た
か
っ
た
。 

劉
建
輝
氏
「
戦
時
下
上
海
の
文
壇
―
雑
誌

『
女
声
』
と
そ
の
周
辺
を
中
心
に
―
」
は
、

占
領
下
の
上
海
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
、
日

中
二
人
の
女
性
を
「
主
編
」
、
「
助
編
」
と

す
る
雑
誌
『
女
声
』
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ

る
。
二
人
の
女
性
と
は
、
元
社
会
主
義
信
奉

者
で
あ
る
田
村
俊
子
と
元
女
権
運
動
家
で
、

当
時
、
中
国
共
産
党
の
地
下
工
作
者
で
あ
っ

た
関
露
で
あ
る
。
『
女
声
』
の
若
き
翻
訳
家
、

陳
緑
妮
が
日
本
敗
戦
後
、
上
海
で
収
監
さ
れ

た
李
香
蘭
こ
と
山
口
淑
子
に
差
し
入
れ
を
し

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
か
っ
た
。

画
家
陳
抱
一
の
娘
で
あ
る
陳
緑
妮
こ
そ
、

「
女
の
国
籍
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
「
陸
淑
華
」

こ
と
「
大
和
淑
子
」
を
は
じ
め
、
泰
淳
の
複

数
の
作
品
に
登
場
し
た
、
中
日
「
混
血
児
」

女
性
の
原
型
で
あ
る
。
「
彼
女
」
は
『
上
海

の
蛍
』
に
も
そ
の
姿
を
見
せ
た
。 

い
さ
さ
か
余
談
め
く
が
、
懇
親
会
場
で
上

映
さ
れ
た
、
大
橋
氏
撮
影
の
「
現
在
の
上
海
」

は
、
今
大
会
の
問
題
を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

改
め
て
認
識
さ
せ
た
と
い
う
点
で
印
象
的
で

あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
郭
偉
） 

 

★
研
究
会
紹
介 

           
 

 

主
に
関
西
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
会
に
つ

い
て
、
以
下
の
項
目
順
で
紹
介
し
ま
す
。
（
順

不
同
） 

  

①
会
の
名
称 

 

②
代
表
者
ま
た
は
事
務
局
等
、
連
絡 

 

先
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号 

 
 

 

③
会
希
望
者
の
た
め
の
入
会
案
内 

 
 

④
そ
の
他
注
意
事
項
等 

  

①
芥
川
龍
之
介
研
究
会 

③
本
会
は
、
一
九
九
八
年
、
出
身
・
所
属
大

学
の
枠
を
超
え
て
、
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
文

学
に
つ
い
て
研
究
す
べ
く
、
関
西
在
住
の
院

生
・
研
究
生
・
大
学
教
員
を
中
心
に
発
足
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
の
例
会
参
加
者
数
は
、
十

～
十
五
名
ほ
ど
で
す
。
芥
川
以
外
の
近
代
作

家
や
、
さ
ら
に
外
国
文
学
・
比
較
文
学
を
専

門
と
す
る
方
も
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

年
二
回
（
年
末
＝
大
学
の
冬
休
み
と
夏
休
み
）
、

土
曜
日
に
大
阪
市
内
で
「
例
会
」
＝
「
研
究

発
表
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
「
例
会
」

は
大
阪
で
開
い
て
い
ま
す
が
、
関
西
以
外
か

ら
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発

足
当
初
か
ら
数
年
間
は
「
例
会
」
を
春
夏
秋

冬
の
年
四
回
開
き
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
は
回

数
を
年
二
回
に
減
ら
し
春
と
秋
に
開
催
し
て

い
た
の
で
す
が
、
地
方
の
大
学
教
員
の
方
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
「
年
二
回
開
催
」

は
そ
の
ま
ま
「
冬
休
み
（
十
二
月
か
一
月
）

と
夏
休
み
（
七
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
）
」

の
開
催
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

の
専
門
や
研
究
対
象
の
多
様
化
を
ふ
ま
え
、

発
足
主
旨
の
「
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
文
学
に

つ
い
て
」
も
、
四
年
ほ
ど
前
か
ら
「
芥
川
龍

之
介
と
そ
の
文
学
を
中
心
と
し
た
日
本
の
近

現
代
文
学
に
つ
い
て
」
と
、
あ
ま
り
〈
芥
川

に
こ
だ
わ
ら
な
い
〉
方
向
に
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
、
「
会
費
」
「
会
場
費
」
の
類

は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
遠
方
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
く
場
合
、
交
通
費
は
各
自
で

ご
負
担
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
当
会
で
は
「
入
会
（
参

加
）
資
格
」
な
ど
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

「
愛
好
会
」
で
は
な
く
「
研
究
会
」
で
あ
る

事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
、
基
本
的

に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
例

会
参
加
希
望
の
方
は
、
事
務
局
宛
にe-mail

か
往
復
葉
書
で
連
絡
下
さ
い
。
追
っ
て
「
例

会
案
内
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④
こ
れ
ま
で
の
「
発
表
題
目
．
発
表
者
．
会

場
等
」
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
『
國
文
学
』
「
学
界
教
育
界
の
動
向
」
、

『
文
学
．
語
学
』
「
彙
報
」
、
『
い
ず
み
通

信
』
「
催
し
．
研
究
会
．
同
人
誌
な
ど
の
ご

案
内
」
欄
を
参
照
下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

のURL

は
、http://www.geocities.jp/bo

okend_ryunosuke5569/

で
す
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・FAX

番
号
を
お
教
え
頂
け
れ
ばe-ma

il

かFAX

で
年
二
回
の
「
例
会
案
内
」
を
送
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
当
会
で
は
、
経
費

を
抑
え
る
た
め
例
会
案
内
の
葉
書
は
送
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。  

  

①
近
代
部
会 

②
〒559-0033 

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中

４-

４-

１ 

相
愛
大
学
人
文
学
部 

日
本
文

化
学
科
合
同
研
究
室 

鳥
井
正
晴 

 

℡ 06-6612-5900

㈹ 

③
漱
石
の
作
品
を
、
章
を
追
っ
て
丹
念
に
読

ん
で
い
く
輪
読
会
で
す
。 

  

①
漱
石
詩
を
読
む
会 

②
〒553-8533 

大
阪
市
東
淀
川
区
大
隅
２



-
２-

８ 

大
阪
経
済
大
学
人
間
科
学
部 

田

中
邦
夫
研
究
室 

℡ 06-6328-2431

㈹ 

③
漱
石
の
「
漢
詩
」
を
、
逐
一
に
読
む
研
究

会
で
す
。 

  

①
文
学
論
を
読
む
会 

②
〒559-0033 

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中

４-

４-

１ 

相
愛
大
学
人
文
学
部 

日
本
文

化
学
科
合
同
研
究
室 

鳥
井
正
晴 

 

℡ 06-6612-5900

㈹ 

③
現
在
、
バ
フ
チ
ン
を
輪
読
中
で
す
。 

  

①
三
重
近
代
文
学
研
究
会 

②
〒516-8555 

伊
勢
市
倉
田
山 

皇
學
館

大
学
半
田
美
永
研
究
室 

 

℡ 0596-22-6410 

③
入
会
費
、
年
会
費
無
料
。
原
則
と
し
て
７

月
、
１
２
月
の
年
２
回
開
催
。 

  

①
与
謝
野
晶
子
を
学
ぶ
白
桜
会 

②
〒590-0906 

堺
市
堺
区
三
宝
町1-10-1

-811 

松
永
直
子 

 

℡
・FAX 072-228-3075 

③
毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
二
時
～
四
時 

於
、

精
華
学
習
ル
ー
ム
（
大
阪
・
難
波
） 

④
講
師 

入
江
春
行
先
生
（
講
演
と
学
習
会

が
あ
り
ま
す
）
受
講
料
千
円
。
テ
キ
ス
ト
は

そ
の
つ
ど
プ
リ
ン
ト
配
布 

       

★
会
員
の
業
績 

 

 

〈
凡
例
〉 

 
 

著
書
名
…
『 

』 
 
 

論
文
名
…
「 

」 
 
 

掲
載
誌
紙
名
…
『 

』 
 
 

注
記
等
…
（ 

） 
 

※
関
西
支
部
会
員
の
業
績
の
う
ち
、
〇
五

年
四
月
か
ら
〇
六
年
三
月
ま
で
の
も
の
を

収
録
し
た
。 

※
各
業
績
に
付
し
た
番
号
の
う
ち
、
①
は
単

行
本
、
②
は
雑
誌
・
単
行
本
収
録
論
文
、
③

は
そ
の
他
（
研
究
ノ
ー
ト
・
書
評
・
口
頭
発

表
・
項
目
執
筆
等
）
を
示
す
。
な
お
、
①
は

書
名
・
出
版
社
・
発
行
年
月
の
順
、
②
は
論

文
タ
イ
ト
ル
・
掲
載
誌
・
発
行
年
月
の
順
で

記
し
た
。 

※
掲
載
誌
紙
の
巻
号
数
は
省
略
し
、
原
則
と

し
て
雑
誌
は
発
行
月
の
み
、
新
聞
は
発
行
月

日
を
記
し
た
。 

※
原
則
と
し
て
雑
誌
の
編
者
名
・
発
行
書
名

は
等
は
会
員
の
届
出
に
記
載
の
あ
る
も
の
の

み
記
し
た
。 

※
著
書
名
・
論
文
名
・
掲
載
誌
紙
名
の
用
字

は
、
原
則
と
し
て
会
員
届
出
の
記
載
に
拠
っ

て
い
る
。 

※
な
お
、
支
部
事
業
で
あ
る
『
大
阪
近
代

文
学
事
典
』
の
項
目
執
筆
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
関
係
上
、
各
人
の
業
績
一
覧
か
ら

割
愛
し
た
。 

  

関
西
支
部
事
業 

 

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
大
阪
近
代
文
学

事
典
編
集
委
員
会
編 

『
大
阪
近
代
文
学
事
典
』
和
泉
書
院 

〇
五
年

五
月 

 
 

ア
行
の
部 

 

青
木
亮
人 

②
「
正
岡
子
規
に
寄
せ
ら
れ
た
同
時
代
評
」

『
俳
文
学
研
究
』
〇
五
年
一
〇
月 

②
「
三
森
幹
雄
の
集
金
力
」
『
俳
文
学
研
究
』

〇
六
年
三
月 

②
「
〈
資
料
紹
介
〉
『
俳
声
』
総
目
次
―
明

治
の
俳
諧
結
社
『
秋
声
会
』
の
準
機
関
誌
に

つ
い
て
」
『
同
志
社
国
文
学
』
〇
六
年
三
月 

③
口
頭
発
表
「
正
岡
子
規
の
『
連
想
』
に
つ

い
て
」
（
口
頭
発
表
）
第
五
七
回
俳
文
学
会

全
国
大
会 

〇
五
年
一
〇
月 

③
口
頭
発
表
「
写
生
俳
句
の
一
側
面
―
『
旧

派
』
三
森
幹
雄
と
『
新
派
』
正
岡
子
規
―
」

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
二
〇
〇
五
年
度

秋
季
大
会 

〇
五
年
十
一
月 

 

赤
瀬
雅
子 

③
「
リ
ー
ル
・
サ
ン
・
ル
イ
」
『
多
羅
』
〇

五
年
四
月 

③
「
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
付
近
」
『
多
羅
』
〇

五
年
八
月 

③
「
パ
リ
の
サ
ロ
ン
」
『
多
羅
』
〇
五
年
十

二
月 

③
口
頭
発
表
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
図
書
館
の
文
化

的
背
景
」
桃
山
学
院
大
学
図
書
館
学
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〇
五
年
四
月
九
日 

 
 

荒
井
真
理
亜 

①
『
上
司
小
剣
文
学
研
究
』
和
泉
書
院 

〇

五
一
〇
月 

②
「
大
阪
朝
日
新
聞
（
明
治
二
十
五
年
十
一

月
）
文
芸
記
事
細
目
」
『
千
里
山
文
学
論
集
』

〇
五
年
九
月 

②
「
大
阪
朝
日
新
聞
（
明
治
二
十
五
年
十
二

月
）
文
芸
記
事
細
目
」
『
千
里
山
文
学
論
集
』

〇
六
年
三
月 

③
口
頭
発
表
「
上
司
小
剣
と
野
村
胡
堂
」
関

西
大
学
国
文
学
会 

〇
五
年
七
月 

 

乾
口
達
司 

②
「
花
田
清
輝―

形
式
論
理
と
『
古
き
惨
虐

性
』
と
し
て
の
現
実
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』 

〇
五
年
十
一
月 

③
口
頭
発
表
「
抵
抗
と
し
て
の
批
評―

田
木

繁
・
花
田
清
輝
」
〇
五
年
一
〇
月 

主
催
、

田
木
繁
の
集
い 

 

太
田
登 

②
「
与
謝
野
寛
・
晶
子
論
―
渡
欧
体
験
の
文

学
史
的
意
味
」
『
明
治
文
芸
館
Ⅴ
』
嵯
峨
野

書
院 

〇
五
年
一
〇
月 

②
「
編
集
者
と
し
て
の
鉄
幹
―
そ
の
詩
人
意

識
を
め
ぐ
っ
て
」
『
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
』

第
十
七
号 

③
口
頭
発
表
「
石
井
勉
次
郎
と
戦
後
歌
壇
」

関
西
啄
木
懇
話
会 

〇
五
年
四
月 

③
口
頭
発
表
「
短
歌
史
に
お
け
る
啄
木
と
い

う
存
在
」
国
際
啄
木
学
会 

〇
六
年
四
月 

 

奥
村
紀
子
（
菅
紀
子
） 

②
「
Ⅴ
．
特
別
寄
稿
「
漱
石
の
ラ
イ
バ
ル
重

見
周
吉
と
『
日
本
少
年
』
」
『
愛
媛
大
学
教

育
学
部
国
際
理
解
教
育
研
究
会
会
報
』
〇
五

年
三
月 

②
「
漱
石
の
ラ
イ
バ
ル
重
見
周
吉
と
『
日
本

少
年
』
」
『
英
学
史
研
究
』
〇
五
年
一
〇
月 

③
随
想
「
（
続
）
史
跡
認
定
さ
れ
た
漱
石
の

下
宿
」
『
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
友
の

会
ニ
ュ
ー
ス
』
〇
五
年
六
月 

③
随
想
「
史
跡
認
定
さ
れ
た
漱
石
の
下
宿
」

『
愛
媛
日
英
協
会
会
報
』
〇
五
年
十
一
月 

  
 

カ
行
の
部 

 

川
端
俊
英 

①
『
島
崎
藤
村
の
人
間
観
』
新
日
本
出
版
社 

〇
六
年
三
月 

②
「
北
条
民
雄
『
い
の
ち
の
初
夜
』
と
そ
の

周
辺
」
『
部
落
問
題
研
究
』
〇
五
年
四
月 

 

岸
本
次
子 



②
「
崖
に
立
つ
孟
宗
竹
に
象
徴
さ
れ
る
も
の

―
『
門
』
の
夫
婦
と
日
常
の
過
去
」
『
武
庫

川
国
文
』
〇
五
年
六
月 

②
「
『
明
暗
』
に
描
か
れ
る
指
輪
の
意
味
―

お
延
の
指
に
輝
く
指
輪
を
中
心
に
」
『
か
ほ

よ
と
り
』
〇
五
年
十
二
月 

③
「
漱
石
作
品
に
見
る
語
彙
表
現
の
一
考
察

―
『
門
』
を
中
心
に
し
て
」
『
鳴
尾
説
林
』

〇
六
年
二
月 

 

北
野
昭
彦 

②
「
唐
文
化
的
引
選
与
日
本
古
代
文
学
的
発

展
」
『
西
京
論
壇
』
〇
五
年
三
月 

③
書
評
「
霍
士
富
著
『
九
十
年
代
以
降
の
大

江
健
三
郎―

民
話
の
再
生
と
再
建
の
ユ
ー
ト

ピ
ア―

』
」
『
論
究
日
本
文
学
』
〇
五
年
十

二
月 

③
「
物
語
の
功
徳―

想
像
力
・
癒
や
し
・
共

生―

」
『
り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
』
〇
五
年

十
二
月 

 

木
村
小
夜 

②
「
太
宰
治
「
破
産
」
論
―
敗
北
の
理
由
―
」

『
叙
説
』
〇
六
年
三
月 

③
事
典
項
目
「
江
刺
昭
子
」
「
太
田
治
子
」

「
米
谷
ふ
み
子
」
「
坂
西
志
保
」
「
島
尾
ミ

ホ
」 

「
素
木
シ
ヅ
」
『
日
本
女
性
文
学
大
事
典
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

〇
六
年
一
月 

 

工
藤
哲
夫 

②
「
賢
治
の
山
男
像
―
典
拠
の
可
能
性
―
」

『
女
子
大
國
文
』 

〇
五
年
十
二
月 

 

國
中
治 

①
『
三
好
達
治
と
立
原
道
造―

感
受
性
の
森
』

至
文
堂 

〇
五
年
十
二
月 

①
『
書
く
場
所
へ
の
旅
』
れ
ん
が
書
房
新
社 

〇
五
年
十
二
月 

②
「
平
戸
廉
吉―

力
へ
の
有
機
的
凝
集
」『
日

本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
世
界
思
想
社 

〇
五
年
五
月 

③
若
木
を
見
る
老
人―

幸
田
露
伴
「
望
樹
記
」

を
読
む 

『
幇
』
８
号 

２
０
０
５
年
４
月 

③
口
頭
発
表
「
第
二
次
『
四
季
』
時
代
の
丸

山
薫
―
『
一
日
集
』
と
『
蝙
蝠
館
』
」
日
本

現
代
詩
研
究
者
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

 

〇
五
年
十
二
月 

③
「
第
二
次
『
四
季
』
の
構
想―

堀
辰
雄
・

一
九
三
七
年
二
月
（
前
篇
）
」
『
立
原
道
造

記
念
館 

館
報
』
〇
五
年
十
二
月 

③
「
第
二
次
『
四
季
』
の
構
想―

堀
辰
雄
・

一
九
三
七
年
二
月
（
後
篇
）
」
『
立
原
道
造

記
念
館 

館
報
』
〇
六
年
三
月 

③
「
文
芸
時
評
」
『
詩
と
思
想
』
〇
六
年
三

月 
 

熊
谷
昭
宏 

②
「
『
事
実
』
と
し
て
の
『
奇
』
と
『
危
』

―
江
見
水
蔭
の
『
実
地
探
険
』
群
を
手
が
か

り
に
―
」
『
同
志
社
国
文
学
』
〇
五
年
十
二

月 ③
項
目
執
筆
「
神
原
泰
『
未
来
派
研
究
』
」

「
神
原
泰
『
新
興
芸
術
の
烽
火
』
」
「
西
条

八
十
ほ
か
『
噫
東
京
』
」
「
ゲ
エ
リ
ン
グ
著
、

伊
藤
武
雄
訳
『
海
戦
』
」
「
吉
田
謙
吉
『
舞

台
芸
術
の
手
帖
』
」
「A

lbert G
leizes, Jea

n M
etzinger

著
、
蘇
武
緑
郎
訳
『
キ
ユ
ー
ビ

ズ
ム
』
」
「
柳
瀬
正
夢
『
柳
瀬
正
夢
画
集
』
」

「
演
劇
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
和
田
博
文
編

『
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
世
界
思
想

社 

〇
五
年
五
月 

 

小
林
幹
也 

②
「
現
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌─

吉
川
宏

志
『
海
雨
』
論
」
『
近
畿
大
学
日
本
語
日
本

文
学
』
〇
六
年
三
月 

③
「
時
評
50
／
50
（
短
歌
時
評
）
」
『
玲
瓏
』

〇
五
年
五
月
～
〇
六
年
一
月 

③
「
品
位
の
無
い
歌
」
『
現
代
歌
人
協
会
会

報
』
〇
六
年
三
月 

  
 

サ
行
の
部 

 

佐
伯
順
子 

②
「
人
情
本
に
み
る
『
性
』
」
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
〇
五
年
八
月 

②
「
性
の
越
境―

異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

『
日
文
研
叢
書
36
』
〇
五
年
九
月 

③
「
描
か
れ
た
母
と
子
」
『
な
ご
み
』
〇
五

年
十
二
月
ま
で
毎
月
一
回 

③
「
近
世
恋
ひ
と
も
よ
う
」
『
読
売
新
聞
』

大
阪
版
、
毎
月
一
回 

③
対
談
「
絵
本
か
ら
お
も
ち
ゃ
絵
へ―

近
世

上
方
の
女
の
子
遊
び
」
（
対
談
・
肥
田
皓
三
）

『
肥
田
せ
ん
せ
い
の
な
に
わ
学
』
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ

出
版
、
〇
五
年
六
月 

③
参
加
報
告
「
ア
ジ
ア
の
表
象
／
日
本
の
表

象
」
『2004

―2005

年
度
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
』
〇
六
年
三

月 ③
口
頭
発
表
「
映
像
に
み
る
『
母
性
』
の
表

象―

近
松
門
左
衛
門
作
品
の
映
画
化
と
フ
ィ

ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
の
女
性
像
を
比
較
し
て
」

日
本
比
較
文
学
会
関
西
支
部
例
会 

〇
五
年

七
月
二
三
日 

③
「
明
治
文
学
に
お
け
る
恋
愛
」
韓
国
近
代

文
学
会
コ
ロ
キ
ウ
ム
、
韓
国
外
国
語
大
学 

〇
五
年
九
月
二
九
日 

③
「
近
代
化
の
な
か
の
樋
口
一
葉―

女
性
作

家
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
欧
日
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ロ
ー
マ
大
学
東
洋
研
究
学
部 

〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

③
「
明
治
文
学
に
お
け
る
恋
愛
観
」
・
「
ア

ジ
ア
の
表
象
／
日
本
の
表
象
」
チ
ュ
ラ
ロ
ン

ゴ
ン
大
学 
〇
五
年
十
二
月
二
二
日 

 

清
水
康
次 

②
「
代
助
の
〈
ま
ど
ろ
み
〉
と
〈
覚
醒
〉
―

『
そ
れ
か
ら
』
に
描
か
れ
る
〈
心
〉
」
『
光

華
日
本
文
学
』
〇
五
年
一
〇
月 

③
「
『
藪
の
中
』
と
芥
川
龍
之
介
の
文
学
―

語
る
こ
と
と
意
味
づ
け
る
こ
と
―
」
京
都
府

私
立
中
学
高
等
学
校
国
語
科
研
究
会
編
『
国

語
教
育
雑
誌
』
〇
五
年
四
月 

 

真
銅
正
宏 

③
紹
介
「
『
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
』
研
究
会

編
『
パ
リ
一
九
〇
〇
年
・
日
本
人
留
学
生
の

交
遊
』
」
『
国
語
と
国
文
学
』
〇
五
年
一
〇

月 ③
「
荷
風
再
生
－
貴
族
性
と
大
衆
性
の
は
ざ

ま
で
―
」
『
日
本
近
代
文
学
』
〇
五
年
一
〇

月 ③
講
演
「
地
歌
と
谷
崎
潤
一
郎
」
『
芦
屋
市

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
〇
五
年
一

〇
月 

③
書
評 

大
衆
文
化
研
究
会
編
『
大
衆
文
学
の

領
域
』
『
日
本
文
学
』
〇
五
年
十
一
月 

③
口
頭
発
表
「
卍
の
時
代
・
卍
の
場
所
」 

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
〈
文
学
〉
は
い
か
に
精
読
し

う
る
か
？
―
『
卍
』
へ
の
接
近
／
『
卍
』
か

ら
の
発
信
―
」
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部

秋
季
大
会 

〇
五
年
十
一
月 

③
「
文
学
に
で
き
る
こ
と―

想
像
力
の
活
性

化
と
事
前
対
応―

」
『
同
志
社
大
学
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』

〇
六
年
三
月 

 

鈴
木
暁
世 

②
「
鏡
の
中
の
幽
霊―

『
明
暗
』
に
お
け
る

〈
記
憶
〉
」
『
阪
大
近
代
文
学
研
究
』
〇
六

年
三
月 

②
「
芥
川
龍
之
介
『
母
』
の
〈
透
け
る
耳
〉

描
写
に
お
け
る
漱
石
の
影
響―

中
国
特
派
員

体
験
と
聴
覚―

」
『
阪
大
比
較
文
学
』
〇
五

年
八
月 

 

須
田
千
里 

①
共
編
『
新
編 

泉
鏡
花
集
』
別
巻
１ 

岩
波



書
店 

〇
五
年
十
二
月 

①
共
著
『
新
編 

泉
鏡
花
集
』
別
巻
２ 

岩
波

書
店 
〇
六
年
一
月 

②
「
『
夢
十
夜
』
考
説
」
『
文
学
』
〇
五
年

九
月 

②
「
幸
田
露
伴
『
観
画
談
』
『
土
偶
木
偶
』

の
材
源
」
『
国
語
国
文
』
〇
六
年
一
月 

②
「
幸
田
露
伴
『
骨
董
』
の
原
話
」
『
叙
説
』

〇
六
年
三
月 

 

タ
行
の
部 

 

東
口
昌
央 

②
国
木
田
独
歩
「
『
酒
中
日
記
』
論―
〈
立

身
出
世
〉
と
〈
良
妻
賢
母
〉―

」
『
兵
庫
国

漢
』
〇
五
年
三
月 

②
「
〈
感
情
〉
と
い
う
不
可
解
な
も
の―

高

橋
和
巳
『
悲
の
器
』
論
」
『
立
命
館
文
学
』

〇
六
年
三
月 

 

外
村
彰 

①
共
著
「
岡
本
か
の
子
」
『
新
し
い
短
歌
鑑

賞
第
一
巻 

与
謝
野
晶
子
岡
本
か
の
子
』
晃

洋
書
房
、
〇
五
年
五
月 

①
単
著
『
岡
本
か
の
子
の
小
説
〈
ひ
た
ご
こ

ろ
〉
の
形
象
』
お
う
ふ
う 

〇
五
年
九
月 

①
共
著 

西
尾
宣
明
編
『
日
本
語
表
現
法―

書
く
技
術
・
話
す
技
術―

』
樹
村
房 

〇
五
年

十
月 

②
「
岡
本
か
の
子
全
集
未
収
録
資
料
紹
介
」

『
大
阪
産
業
大
学
論
集
人
文
科
学
編
』
〇
五

年
六
月 

②
「
岡
本
か
の
子
前
期
短
歌
の
内
面
表
出―

『
か
ろ
き
ね
た
み
』
か
ら
『
愛
の
な
や
み
』

へ―

」
『
立
命
館
文
学
』
〇
六
年
二
月 

②
「
岡
本
か
の
子
『
浴
身
』
の
自
意
識
像―

『
わ
れ
』
と
『
お
の
づ
か
ら
』
の
交
感―

」

『
日
本
文
芸
学
』
〇
六
年
二
月 

②
「
岡
本
か
の
子 

母
か
ら
子
へ
の
歌―

『
浴

身
』
以
降―

」
『
ポ
ト
ナ
ム
』
〇
六
年
三
月 

③
「
執
筆
ノ
ー
ト 

田
村
修
一
・
外
村
彰
編

『
井
上
多
喜
三
郎
全
集
』
」
『
日
本
近
代
文

学
』
〇
五
年
五
月 

③
口
頭
発
表
「
犀
星
と
〈
京
都
〉―

庭
園
観

を
中
心
に―

」
室
生
犀
星
学
会 

於
、
石
川
近

代
文
学
館 

〇
五
年
五
月 

③
口
頭
発
表
「
岡
本
か
の
子
『
渾
沌
未
分
』

―

〝
近
代
〟
と
〝
生
命
〟
の
相
克―

」
日
本

文
芸
学
会 

於
、
二
松
学
舎
大
学 

〇
五
年

七
月 

③
「
木
乃
伊
の
口
紅 

売
れ
な
い
作
家
の
夫

と
売
り
出
し
中
の
妻 

田
村
俊
子
」
上
田
博

編
『
大
正
の
結
婚
小
説
』
お
う
ふ
う 

〇
五
年

九
月 

③
「
か
ろ
き
ね
た
み
」
「
赤
光
」
「
ポ
ケ
ツ

ト
顧
問 

や
、
此
は
便
利
だ
」
上
田
博
編
『
明

治
文
芸
館
Ⅴ 

明
治
か
ら
大
正
へ
』
嵯
峨
野
書

院 
〇
五
年
十
月 

③
「
執
筆
ノ
ー
ト 

木
股
知
史
・
外
村
彰
著

『
新
し
い
短
歌
鑑
賞 

第
一
巻 

与
謝
野
晶

子 

岡
本
か
の
子
』
」
『
日
本
近
代
文
学
』
〇

五
年
十
月 

 

友
田
義
行 

③
口
頭
発
表
「
風
景
・
記
録
・
寓
話―

安
部

公
房
と
勅
使
河
原
宏
の
映
画
的
原
点
」
キ
ネ

マ
倶
楽
部 

〇
五
年
六
月 

③
「
占
領
地
で
の
失
踪
を
め
ぐ
っ
て―
勅
使

河
原
宏
『
サ
マ
ー
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー
』
と
安
部

公
房
」
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
フ
ー
ン 

〇
五

年
七
月 

③
「
風
景
と
身
体―

安
部
公
房
原
作
脚
本
／

勅
使
河
原
宏
監
督
『
砂
の
女
』
論
」
日
本
近

代
文
学
会
秋
季
大
会 

〇
五
年
一
〇
月 

 

鳥
井
正
晴 

②
「
解
説
」
金
正
勲
翻
訳
『
明
暗
』
〇
五
年

七
月 

②
「
句
あ
る
べ
く
も
５
」
鎌
倉
漱
石
の
会
会

報
『
門
』
〇
五
年
一
〇
月 

②
「
漱
石
漢
詩
考
（
一
）
―
詩
思
杳
か
に
在

り
―
」
会
報
『
漱
石
文
学
研
究
』
〇
五
年
十

一
月 

②
「
句
あ
る
べ
く
も
６
」
鎌
倉
漱
石
の
会
会

報
『
門
』
〇
六
年
三
月 

③
「
日
本
近
代
文
学
と
蝉
の
声
」
『
毎
日
新

聞
（
夕
刊
）
』
〇
五
年
九
月
九
日 

 

ナ
行
の
部 

 

中
村
美
子 

②
「
『
明
暗
』
に
お
け
る
「
技
巧
」
（
二
）

―

分
類
と
概
観―

」
『
解
釈
』
〇
五
年
八
月 

②
「
『
千
羽
鶴
』
の
意
義―

ゆ
き
子
を
め
ぐ

っ
て―

」
『
国
文
論
叢
』
〇
六
年
三
月 

③
注
釈
「
【
漱
石
詩
訳
注
】
〔
無
題
〕
明
治

四
十
三
年
十
月
十
六
日
」
会
報
『
漱
石
文
学

研
究
』
〇
五
年
六
月 

③
注
釈
「
【
漱
石
詩
訳
注
】
〔
無
題
〕
大
正

五
年
十
月
九
日
」
会
報
『
漱
石
文
学
研
究
』

〇
五
年
六
月 

 

生
井
知
子 

①
単
著
「
白
樺
派
の
作
家
た
ち―

志
賀
直

哉
・
有
島
武
郎
・
武
者
小
路
実
篤―

」
和
泉

書
院
〇
五
年
十
二
月 

 

西
尾
宣
明 

①
共
編
著
『
南
島
へ
南
島
か
ら
―
島
尾
敏
雄

研
究
―
』
和
泉
書
院 

〇
五
年
四
月 

①
共
編
著
『
論
文
集 

子
ど
も
へ
の
視
点
』

聖
公
会
出
版 

〇
五
年
八
月 

①
編
著
『
日
本
語
表
現
法
―
書
く
技
術
・
話

す
技
術
―
』
樹
村
房 

〇
五
年
一
〇
月 

③
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

「
島
尾
敏
雄
と
東
北
」
第
十
回
島
尾
文
学
研

究
会
小
高
大
会 
〇
五
年
八
月 

③
「
執
筆
ノ
ー
ト
『
南
島
へ
南
島
か
ら
―
島

尾
敏
雄
研
究
―
』
」
『
日
本
近
代
文
学
』
〇

五
年
一
〇
月 

 

西
村
将
洋 

①
「
星
座
と
言
語―

天
文
学
の
大
衆
化
と
野

尻
抱
影
」
共
著
『
大
衆
文
学
の
領
域
』
大
衆

文
学
研
究
会 

〇
五
年
六
月 

②
「
浪
漫
派
の
『
ゴ
ル
フ
』―

『
日
本
浪
曼

派
』
創
刊
前
夜
」
『
日
本
近
代
文
学
』
〇
五

年
五
月 

③
「
美
術
の
眼
の
革
命
」
「
佐
久
間
政
一
『
表

現
派
の
芸
術
』
」
「
マ
リ
ネ
ツ
テ
ィ
『
電
気

人
形
』
」
「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ル
レ
ル
『
独

逸
男
ヒ
ン
ケ
マ
ン
』
」
「
村
山
知
義
『
人
間

機
械
』
」
「
村
山
知
義
『
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ

ー
』
」
「
森
口
多
里
『
表
現
主
義
建
築
図
集
』
」

「
『
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｏ
染
織
図
案
集
』
」
和
田
博
文

編
『
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
世
界
思

想
社 

〇
五
年
五
月 

①
「
第
11
章 

近
代
〈
風
流
〉
の
思
想
圏―

西
川
一
草
亭
と
漱
石
山
房
に
お
け
る
身
体
感

覚
」
共
著
『
技
術
と
身
体―

日
本
「
近
代
化
」

の
思
想
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

〇
六
年
三
月 

 

野
田
直
恵 

②
「
『
家
霊
』
と
い
う
言
霊―

岡
本
か
の
子

『
家
霊
』
を
め
ぐ
っ
て―

」
『
日
本
言
語
文

化
研
究
』
〇
五
年
七
月 

 

ハ
行
の
部 

 

半
田
美
永 

②
「
与
謝
蕪
村
と
佐
藤
春
夫
―
子
規
『
俳
人

蕪
村
』
を
媒
体
と
し
て
―
」
『
子
規
研
究
』

〇
五
年
九
月 

③
「
自
著
紹
介
『
有
吉
佐
和
子
の
世
界
』
」

『
日
本
近
代
文
学
』
〇
五
年
五
月 

③
「
丹
羽
文
雄
の
出
発
―
文
壇
的
デ
ビ
ュ
ー

作
『
鮎
』
の
彼
方
に
―
」
『
中
日
新
聞
』
三

重
総
合
版 

〇
五
年
七
月
十
三
日 

③
「
自
著
紹
介
『
文
人
た
ち
の
紀
伊
半
島
』

―
近
代
文
学
の
余
波
と
創
造
―
」
『
日
本
近



代
文
学
』
〇
五
年
一
〇
月 

③
「
近
代
文
学
と
熊
野
学
」
『
い
ず
み
通
信
』

〇
五
年
十
一
月 

③
講
演
「
蕪
村
と
佐
藤
春
夫
」
子
規
研
究
会

 

〇
五
年
六
月
五
日 

③
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
丹
羽
文
雄
と
田
村
泰

次
郎
」
三
重
大
学 
〇
五
年
七
月
十
七
日 

③
口
頭
発
表
「
近
代
文
学
と
《
熊
野
》
の
諸

問
題
」
三
重
近
代
文
学
研
究
会 

〇
五
年
十
一

月
十
九
日 

 

日
比
嘉
高 

②
「
大
衆
の
意
地
悪
な
の
ぞ
き
見─
『
講
談

倶
楽
部
』
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
モ
デ
ル
小
説─
」

『
大
衆
文
学
の
領
域
』
大
衆
文
化
研
究
会 

〇
五
年
六
月 

③ 

口
頭
発
表 

"Intertw
ined Branches: Is

sei and Japanese Literature" 
 The 2005 A

nnual M
eeting of the A

sso
ciation for A

sian A
m

erican Studies, 
 Los A

ngeles, 

〇
五
年
四
月
二
〇
～
二
四

日 ③
口
頭
発
表
「
『
日
本
文
学
』
の
範
囲
と
は
？

─

日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
の
日
本
語
文
学
か
ら

考
え
る
」
京
都
教
育
大
学
国
文
学
会 

〇
五
年

七
月
三
〇
日 

③
口
頭
発
表
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
本

語
空
間─

一
世
文
学
の
成
立
基
盤
を
考
え
る

─

」マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会  

〇
五
年
一

〇
月
一
日 

③
パ
ネ
ル
発
表
「
永
井
荷
風
『
あ
め
り
か
物

語
』
は
『
日
本
文
学
』
か
？
」
日
本
近
代
文

学
会
秋
季
大
会 

〇
五
年
一
〇
月
二
三
日 

 

細
江
光 

②
「
名
作
鑑
賞
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』―

母

な
る
自
然
と
イ
ノ
セ
ン
ス
」
『
甲
南
女
子
大

学
文
学
部
研
究
紀
要
』
〇
六
年
三
月 

  
 

マ
行
の
部 

 

増
田
周
子 

②
「
雑
誌
『
新
文
学
』
（
全
国
書
房
）
の
大

阪
出
版
時
代
研
究
―
大
阪
作
家
と
編
輯
者
と

の
交
流
を
通
し
て
―
」
『
日
本
近
代
文
学
』

〇
五
年
一
〇
月 

②
宇
野
浩
二
『
さ
迷
へ
る
蝋
燭
』
の
笑
い─

今
井
白
楊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て─

」
『
笑
い

と
創
造
第
四
集
』
〇
五
年
一
一
月 

勉
誠

出
版 

③
「
『
あ
ま
カ
ラ
』
細
目
（
一
）
」
関
西
大

学
『
文
学
論
集
』
〇
五
年
一
〇
月 

③
「
関
西
か
ら
の
文
化
発
信
」
『
い
ず
み

通
信
』
〇
五
年
六
月 

③
「
第
六
回
徳
島
随
筆
大
賞
選
評
」『
徳
島

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集PA

R
T23

』
〇
五
年
一

二
月 

③
「
カ
フ
ェ
ー
と
文
化
運
動
」
『
Ｐ
Ｓ 

Ｊ

Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｌ
』
〇
五
年 

 

③
口
頭
発
表 
大
阪
の
近
代
文
学
と
出
版
文

化 

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会

〇
五
年
六
月 

③
講
演 

宮
本
輝
と
大
阪 
大
阪
文
学
振
興

会 

〇
五
年
一
二
月 

 

水
川
布
美
子 

②
「
川
端
康
成
『
千
羽
鶴
』
の
一
考
察
」
『
神

女
大
国
文
』
〇
六
年
三
月 

 

峯
村
至
津
子 

①
単
著
『
一
葉
文
学
の
研
究
』
岩
波
書
店 

〇
六
年
三
月 

③
項
目
執
筆
「
網
野
菊
」
「
大
塚
楠
緒
子
」

「
北
田
薄
氷
」
「
木
村
曙
」
「
鷹
野
つ
ぎ
」 

「
中
島
歌
子
」
『
日
本
女
性
文
学
大
事
典
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

〇
六
年
一
月 

 

宮
山
昌
治 

②
「
佐
野
天
声
「
大
農
」
の
問
題
系 ─

明
治

四
十
年
、
演
劇
改
良
運
動
の
挫
折―

』
『
日

本
近
代
文
学
』
〇
五
年
五
月 

②
「
大
正
期
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の

受
容
」
『
人
文
』
〇
六
年
三
月 

  
 

ヤ
行
の
部 

 

山
本
洋 

①
共
著 

秋
本
守
英
編
『
資
料
と
解
説 

日

本
文
章
表
現
史
』
〇
六
年
一
月 

  
 

ワ
行
の
部 

 

渡
邊
ル
リ 

②
「
中
島
敦
『
李
陵
』
論
」
『
叙
説
』
〇
六

年
三
月 

 

和
田
芳
英 

②
「
ロ
シ
ア
文
学
者
、
昇
曙
夢
の
復
権
を
め

ざ
し
て
」
『
新
国
語
研
究
』
〇
五
年
六
月 

②
「
ロ
シ
ア
文
学
者
昇
曙
夢
の
再
評
価
に
つ

い
て
の
提
言
」
『
ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア
文
学
研

究
』
〇
五
年
九
月 

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
昇
曙
夢
の
歩
ん
だ
道
」

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館
主
催 

〇
五
年

十
二
月
十
一
日 

③
「
関
西
奄
美
会
年
表
（
戦
後
篇
）
」
『
関

西
奄
美
会
第
89
回
総
会
記
念
誌
』
〇
六
年
三

月 
 

事
務
局
か
ら 

 
○
関
西
支
部
事
務
局
宛
に
、
会
員
か
ら
二

冊
の
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

青
木
京
子
『
太
宰
文
学
の
女
性
像
』
（
平
成

一
八
年
六
月
、
思
文
閣
出
版
） 

 

宮
園
美
佳
『
『
漾
虚
集
』
論
考
「
小
説
家
夏

目
漱
石
」
の
確
立
』
（
平
成
一
八
年
六
月
、

和
泉
書
院
） 

 

○
維
持
会
費
の
納
入
が
大
変
少
な
い
状
況
で

す
。
御
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

☆
関
西
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  http://w
w

w
5c.biglobe.ne.jp/~kindai  

   ☆
関
西
支
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
kansaishibu@

m
ri.biglobe.ne.jp

 
    

             


